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（第３号様式） 

会 議 要 旨 

会議名 館山市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定委員会（第２回） 

開催日 令和２年１１月１９日（木）１３：３０～１５：３０ 

開催場所 館山市コミュニティセンター 第１集会室 

出席者 

館山市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定委員 １５名 

（事務局）健康福祉部長、健康課長、健康課主任保健師、 

高齢者福祉課長、高齢者福祉課副課長、高齢者福祉課包括ケア係長、

高齢者福祉課介護保険係長、高齢者福祉課介護保険係員 

（委託事業者）株式会社ぎょうせい 研究員 

公開・非公開の別 公開 一部非公開 非公開 

非公開の場合の理

由 

 

傍聴者  ０名 

会議概要・結果等 

 

（１）現行計画の振り返りについて 

○現行計画の主な取組と課題 

○現行計画において設定した指標の達成度 

（２）計画の素案について 

○館山市の高齢者（要介護認定者・認知症高齢者）人口の現状

及び今後の推計 

○介護保険費用の現状 

○アンケート調査にみる現状 

○今後の方向性 

○計画の体系 

○高齢者保健福祉施策の取組について 

・本計画における指標の設定 

   ○介護保険事業について 

・日常生活圏域の再設定 

・介護保険サービス整備の方針 

   ○地域包括ケア推進体制 

（３）第８期介護保険事業計画期間の保険料推計について 

 

【各委員からの主な意見】 

○介護と医療の連携については計画のなかで触れられているが、歯

科、特に口腔ケアは認知症と関わりが深いため、計画に記載すべき

ではないか。 

○歯科についてはフレイル予防の観点などから計画に載せることが

できればよいのではないか。 

 →計画への記載については検討する。 

 

○介護予防の推進について、現在、住民主体のサロンや体操教室は高
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齢者が高齢者を指導している状態になっている。指導者がいなくな

ってしまうと活動自体が終わってしまうため、現役世代の指導者育

成に取り組んでほしい。 

 →担い手不足については介護予防サポーター講座等で対応してい

く。 

 

○市民後見人の研修は何度も行われているが、実務が行えていない。

「実務の推進」という観点を盛り込めないか。 

 →計画への記載については検討する。 

 

○高齢者虐待が近年増加してきている。権利擁護については、虐待へ

の対応も盛り込んでほしい。 

 →計画への記載については検討する。 

 

○様々な会議や研修が新型コロナウイルスの流行で中止となってい

る。政策形成が滞らないようにwebでの会議の推進を検討してほしい。 

 →計画への記載については検討する。 

 

○介護保険料は準備基金を活用することで現行の金額から変更しな

い想定ということだが、今後第１号被保険者の減少による介護保険

料収納額の減少が進んだ場合、次回計画策定時に今回活用する金額

と同程度の準備基金は確保されているのか。 

→今年度末時点で、同程度の額を確保できる想定となっている。 

 

【今後のスケジュール】 

○１２月以降、パブリックコメントを行う 

○令和３年１月下旬 パブリックコメントの内容を受けて、第３回計

画策定委員会を開催する予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


